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エピゴーネンとい う言葉はひ とつの評語である。ない しは蔑称語である。 こ
の 「ない しは」にはそ う簡単に無視で きぬ意味がこもってい る。先ずその辺の
所から書 くことにする。 さて,エ ピゴーネ ン,用例 を手許にある角川類語新辞
典で見てみる。この類語辞典,語 を五十音別に配列するのではな く,体 系的に
意味分類 して配列して∫'るところが味噌 らい 、・それによれば,エ ピゴーネン
という語は,大 分類 「学芸」,中分類 「文学」,小分類 「文芸用語」の項に配列
されてお り,その項中 「C.人格に関するもの」という欄の10番目に掲げられ
ている。記事は以下の通 りである。(尚,本 来の記事は言 うまで もな く,縦書
きになっている。 ここでは便宜上,横 書にして紹介する。)
〔エピゴー ネ ン〕 ○正 当な子孫が原義。転 じて追随 者 ・模倣 者。文学上 は優
れ た先行者の まねばか りを してい る独創性 のない亜流 。
文 章 《Epigonen独〉 ……以下省略。
しか し,そ れに して も,い た く興 そそ る配列,記 事で あ る。三題噺で はない
が,配 列及 び記事の なかか ら3っ の題 をと りだ し,一 席ぶつ こ とがで きそ うで
ある。3っ の題 とは 「文 芸用語」,「C.人 格 に関す るもの」,<Epigonen独》
である。 ,.・
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先ず,「文芸用語」。 これ を 「文芸学用語」 と読 むことにす る。文芸学用語 と
い うか らには ゴ ゴーネ ンとい う語1辮 語である・ そ して1そ ρ評 とは・文学
作品 を対象 と'L-1(客観的方法に よ って体 系的に研究す る行為 だと一応 は解す る
こ とがで きる。
次に 「C.人 格に関する もの」。一読,奇 異な感 じがつ きまとう。 少 くとも
私にはそんな気が した。それは,こ の題 目が,先 の題 目,す なわ ち,客 観的方
法 によ った体系的研究行為 とはほぼ相対立す る もの と見 たか らで ある・ これは
なんと も粗忽 な見方で ある。 だが,一 先 ず,そ の ままに してお くと,や がて,
こうい う問 を発す るととがで きる。すなわ ち,「 文 学 を論 じるのになにゅえ,
人格 を問題 にせねばな らぬのか?」 と。勿論,こ の場合,人 格 とは作者のそれ
の ことで ある。 さて,・す ると,エ ピゴーネンとい う語は元来,否 定 的語感 を持
つので,語 ほ ここで評語の レベルか ら蔑称語の レベルに堕 ちて行 ぐ。 「文芸学
用語」に蔑称語 が湿 り込んでい る。奇異 な感 じを もった所以で ある 。(実際は辞
典中にあ る 「C.人格 に関す るもの」 とは,様 ・letな事例 よ り客観的方法に よっ
て抽象 された性格類型に対す る呼称群の ことであ る。例 えば,ド ンフア ン型,
ドンキホーテ型,ハ ム レッ ト型等 々ぞある。私 の抱いた奇急 な感 じは とんだ見
当外れ とい うごとになる。それに 「文学 を論ず るの に,な にゆえ人格 を云 々」
の問は,よ く考 えてみれば,文 学 を客観的方法に従 ってみつめ るとい う立場 を
殊更,採 らな くて も発す ることがで きる類の ものだ。第一,客 観的方法 とはな
にか?こ と文学 に関 していえば,大 いに疑義あるところで ある。 しか し,こ こ
は敢 て三題噺 を続 けるこ とにす る。)
さて,「i文芸月1語」,「C,人格に関す るもの」 と続いて,最 後に 《Epigonen
独〉 と くる。エ ピゴー ネ ンとい う語 は独 逸語そ あ る。そこで落 ちが着 く。つ ま
りエピゴーネ ンが独逸語=ド イツ語で あるならば,そ れが 「文芸用語」で あ り,
ご「人格に関す る」用語で あるのは奇 とす るに足 らず,,その まま納得で きるとい
うわけであ る。 なぜな ら,ド イツでは,少 くとも一時期,・文学 を論 じること
は,即,作 者の人格 を論 じることで あ ったか らで ある。 「作者の個人 としての性
格が読者に とって重 きをなすのであ って,作 者の技術の才能ではない」(ゲ 一
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テ)と い うわけである。 さて,落 ちが着いた ところで元変挺 三題噺は終 えて,
以下,ド イツ語エピゴーネ ンについて書 く。
ドイツでは文学 を論 じることは,作 者の人格 を論 じることで もあ った とは多
くの尊家が指摘 してい るところであ る。例 えば,ゴ ッ トフリー ト・ベ ンの 「文学
は生 を改善すべ きか?」(1955年)と題す る講演。ベ ンは先ず,こ の演題の よ
うな人文主義的,理 想主義的な問いが取沙汰 されるの は ドイツ特有の現象 であ
るとしてい る。これは,ドイツでは詩宗ゲーテを始め とす る詩人 たちが,詩人の
人格 その ものが 「ひとつの範例,偶 像,完 結 した道徳的 自我,先 達 として,若
者たちや時代 その もの を導 き,改 善す ることがで きる」(飛 鷹節訳)と 考え ら
れてしま うからである。確 かに こんな ことは,賭 博師 ドス トエ フス キー,酔 漢
ヴェル レー ヌ,途 徹 もない錯乱者 ランボー,男 色家 を気取 るワイル ド等 々が跳
梁殿雇す る他の泰 西頽唐諸国では考 えられない ことで あ り,・まさしく ドイツな
らではの ことで あろう・ベ ンは過去1世 紀 にわた って ドイツが輩出 して きた偉
大な市民的文学者 たち を挑むれば,こ うした傾向 もむべ なるかであると納得 し
ている。 しか し,今 日では,そ うはい かない。 「今 日の多 くの詩人 に ど っ.て
は,そ うい う思想(一 人文主義的,理 想主義的思想)が 慰め を与えて くれ るよ
うなかた ちで育つ ことは まずな く,今 日の詩人は無慈悲な までの空虚 さのなか
で生 きてい る」(飛 鷹節訳)か らで あ る。
さて,M・ ヴィン トフールに よれば,エ ピゴーネ ンとい う語が,原 義 から転
じ・文芸用語 として装 を新たに初めて辞書に登場 したのは ユ860年の ことにな
る。辞書 とは勿論 ドイツの それ .(DanielSandlers,W6rterbuchderDeutschen
Sprache)であ った。因みに イギ リスでは1865年,TheOxfordEng!ishDict・
i・na・yに,フランスでは1876年,Ei.nit・Litt・e,Di・ti・n・・i・d・L・nguag・
Frangaiseに,それぞれ,epigones,6Pigonesとな って この語 は記載 されてい
る。 ドイツに遅れ ること,そ れぞれ,5年,16年 の ことで ある。この年差 には
参商ほ どのへ だた りあること言 うまで もないだろ う。尚,つ いでに言 うと,フ
ランスのLittreの辞書中の記載は,あ る引用文 中において とのことで ある。
そして,C・ ダー ヴィッ トに よるとこの語 は,フ ランス ・アカデ ミー発行の辞
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書には今 日に至 るまでい まだ未収録の由であ る。 この ことは,エ ピゴーネ ンと
い う語の概念が頗 るつ きに ドイツ的刻印 を帯びた それであることを 示 し て い
る。 と同時に,エ ピゴーネ ン概念についての フランス特有の意識が介在 してい
るとみ ることもで きる。 これにっいては後に触れ ることにす る。
ところで辞書 とい うものは概 して極めて保守的な書物で あ り,新語 の収録は,
その語の対象 とす る現象への認識が世の 中に どれほ ど普及 したかをみ きわめた
うえで初めて行 うもので ある6そ して,そ うみ きわめ るのに臆病なほど時間 を
かける もので ある。少 くとも20～30年位の時 をかけ るのでは なかろ うか。 とす
るとエピゴ・一・一ネ ンとい う語は19世紀前半 ごろか ら ドイツにおいて取沙汰 され,
中葉におい て,目 でた く辞書入 り。'とい うことにな る。 これはベ ンの言 う過去
1世紀の ことにな る。
目でた く辞書入 りして以来,否,人 の 口にのぼ り始めて以来 このかた,エ ピ
ゴーネ ンとい う語は蔑称語 として享受,運 用 されて きた と言 える。それでは,
蔑視 され るエピゴ]ネ.ンとは対遮的に位置にあ る人 々とは どんな人 々なのか。
ペ ンが成程 と脱帽 した過去1世 紀の偉大な市民的文学者た ちの ことではなかろ
うか。偉大な市民的文学者たちとは,単 にお行儀の よい,人 品骨柄卑 しからぬ
人 々を言 うのでは ない。・ういでに大胆に言えば安定 した市民生活 を 営 み な が
ら,狭 いがゆえにそれだけに純粋 な拝情の世界 をきり拓いた詩人 たちの ことだ
け をさすのではない。 ベ ンの言 うところど少 し違 って くるか も知れぬが,こ う
言 って もいいだ ろう。つ ま り偉大な市民的文学者 たち とは,あ らゆる周囲世界
に対 し,己 の個 を研 ぎ彩 ることに よって,周 囲世界,時 代,社 会,個 を,す な
わち生 を改善で きると信 じ得 た詩人 たち,か つ,そ う信 じることに よ って,作
品のなかに己の個 を刻印で きた詩人 たちの ことをもい うのである と。;とこ ろ
が,ペ ンは今 日ではそ うはいかない と言 う。これは今 日を生 きる詩人 たちの1
人 の例外 も評 さぬ酷薄 な運命で ある。 この酷薄な運命に洩れな く襲われ ること
に よって,人 々は初めて,過 去1世 紀におい て,.そうはい かなか った人 々の,
否,そ の文学 を見返すよ うになる。 これは過去1世 紀におけ る偉大 な文学者た
ちの否定では断 じてない。偉大 な文学者 を聖祝 し,ひ たすら尊 しと仰 ぐことを
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のみ教える,あ る文学論へ の疑念である。 エピ ゴーネ ンとい う語は,ま さし く
この文学論 の枠組のなかで蔑称語 として享受 ・運用されて きた。かかる文学論
ぺの疑念は次の ような発言 をひ きだす ことになる。すなわち,Fr.ゼング レは
ig56年、あ る講演で 「私たちは この エピゴーネ ンとい う概念の使用 にはだんだ
ん と慎重にな って きました」 と語 るのである。慎重になって きたのは 「私たち
　 　 　
が,古 い文化 を考察 してい くうちに,偉 大な作品の産出めためには意識的 オ リ、
ジナ リテー ト,は必要 としない ことを知 ったか らで あ ります」(傍点筆者)。とす
ると先程 か ら言 う文学論 とは元いわゆるオ リジナル絶対論 とい うこ とになる。
(それでは 「文学は生 を改善で きるか?」 とい う問を発する人文主義的,理 想
主義的思想 が,い わゆる牙 リジナル絶対論 と直接結びっいてい るとい うことに
なるのか?こ れはい ささか難問で ある。 しかし,両 者は深部では通底 してい る
ことは間違いないだろう。)'1
ロ 　 　
ところで オ リジナル絶対論への疑念 とは,意 識的オ リジナ リテー トの否定で
はあって も,オ リジナ リテー トその ものの否定では断 じてない。オ リジル とは
なになの かと問い返す ことで ある。この問い返す作業 を,エ ピゴーネンとい う
語を手が か りに進めて行 くのが,こ の小文の狙いであ る。
先ず,エ ピゴーネ ンとい う語の語史 から始 めるのが順当であろ う。それには
M・ ヴ ィン トフールの 「エピゴドネ ン,そ の概念,現 象 と意識。 工.語 史」 と
いう恰好の導 きの糸があ る。この論 を祖述す るとい うかた ちで以下,語 史 を早
わか り風に書 くことにす る。(以下,'拙論,「哀 しきエピゴーネン1」 と重複す
るところが多い。)
エピゴーネ ンとい う語は,元 来 ギ リシア語で単に後荷 を意味する に 過 ぎ な
い。ギ リシア語 エピゴ]ネ ンt(Eπ〆τoりoZエピゴノイ。'Eπ～φoりoζの複数。)の
運用の うち,最 も知 られてい るのは 「テーバ イ攻めの七将」の息子 たちのそれ
である。そのかみ オイデ ィプスの息ポ リュネイケースは諸将 を集め,破 約 を犯
した兄,エ テオ クレ]ス を攻 めるべ くテ÷バ イに向 か って発進 した。これが ア
ドラ.ストスを総帥 とした七将のテーバイ攻めで ある。・(但し,諸 説あ り)。、だ
が,こ の遠征は敗戦 に終わ り,⊃七将はア ドラス ト:スを除 き,こ とごと く敗死 し
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た。 この第一 のテーバ イ攻めの敗北10年後に七将 の息子たち(そ の七名の名に
ついて も諸説 あ り。),すなわちエピゴーネ ンは新 たな進発 を企 て,見 事,'これ
に成功 し,テ ーバ イの町 を破壊 した。 このエ ピゴー ネンに よる第二の テーバイ
攻めは,第]の それの単な る繰 り返 しでは断 じてない。 もって顕彰すべ き大事
であ つた。なぜ な らエ ピゴーネ ンは,父 た ちの汚 名 をそそぎ,エ テオク レース
によ って始め られた不義 を糺す とい う彼 らに課せ られた義務 を完壁に果 したか
らで ある。 それ ゆえ,ホ メ ロスは 「イー リアス」 第四書のなかで○ エピゴーネ
ンの1人 ステ ネロスをして,「 揮 りなが ら我 々は観 たちよ りも,ず っとしっか
りしてい るつ も りだ,/七 つの門のテーバイの城 を攻 め取 ったの も我 々ですか
ら。/ず っと少 ない人数 を率いて,い っそ う堅固な砦 を襲 った。/そ れ も諸神
さき
が示 された象 と,ゼ ウスの神 助を特 んでの こ と。/そ れに引 き換 え,.'あの人 た
ちは,お のれの増上慢 か ら,身 を滅ぼ した,/そ れ ゆえ どうか私 らを父親な ど
と同列 に見ては下 さい ますな。」(呉茂一訳)と 言わ しめたのであ る。因みに,
ア レクサ ン ドリア大王は,イ ラン併合の折,ス サにおいて,3万 の若 い イラン
人 兵士に向か って 「エピゴーネ ンよ」 と呼 びかけた との ことで あるが,こ れ
は,勿 論,先 の故事 を踏 まえた,大 王の異邦人懐柔政策の1環 であ った。
この ように エピゴー ネンとい う語 は,古 代 ギ リシア,'アレクサ ン ドリア期に
おいては単に系統的意味合い しか持 ちあわせてお らず,決 して蔑 み を含んだ言
葉 ではなか った。それ どころか時 と場合に よっては頚詞に さえ使 われ もしたの
で ある。 さて文 学史の場で言 えば,こ の語は後世に おいて,さ して文学上の関
心 を引 かずにいた とのこ とである。 エピゴー ネンの語用の うち もっとも知 られ
てい るのは 「テーバイ攻めの七将」のそれで あ ると先 に書いたが,後 世の詩人
た ちの関心 を引いたのは,エ ピゴーネ ンではな くて,七 将,す なわちエピゴー
ネ ンの父親 たちであ った。例 えばゲーテは,父 親た ちの テーバ イ攻 めの神話 を
「アルゴナウテースた ちの遠征」神話 と並ぶべ きもの と指摘 して い る。 し か
し,そ うは言 って も,こ の 「テーバイ攻め七将」神話 は他のギ リシア神話に比
べれば,後 世の人 々の関心 を引 く度合少か った ようで ある。事実,ゲ ÷テは先
の指摘に対 し,「 この出来事 は これに先行す る出来事 同様 に我 々のは るか遠 く
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にある」 とい う但 し書 きを添 えている。父親たちへの関心の低 さに倍 してエ ピ
ゴーネンへの それは低か ったこと言わず もがなである。
しか し,そ れではエピゴーネ ン神話 とい う題材 にいかなる詩人 も目も くれな
かったかとい うと,そ うではない らしい 。1757年,スコッ トラン ドの詩人,ウ
ィリアム ・ウィル キーが叙事詩 「TheEpigoniadAPoemInninebooks」を
出版 してい るとの ことで ある。 この ウィルキー とい う入は この叙事 詩 に よ り
「スコッ トラン ドの ホメ ロス」'と一時顕彰 された らしいが,い まや,少 くとも
私にとっては全 く忘れ られ た詩人であ る。従 って,私 はこの叙事詩 を目に した
こともない。そこで ヴィン ト7ー ルの言 をい ままで通 り引 き続 き写 してみ る。
さてウィルキーは叙事詩人 をもって任 じていた との ことである。 そして彼に よ
れば,叙 事詩人 は何 よりも読者に感興 を引 き起 こせねばな らない。 とすれば,
叙事詩人は読者が,.日常茶飯 的に想起で きる事象 を詩 ってはならない。 また,
古い物語 を題材にす るに して も,現 代化 してはな らない。現代化す ることによ
って現代の照 り賜 りが件の古い物語に添 え られ,読 者の純粋 な感興が削がれ る
とで もい うの だろ う。 この伝でい けば,例 えば ゲーテの 「イフ ィゲ一三ヤ」
は,後 にゲーテ 自ら恐 ろしく人間的で あると述懐 してい るのだか ら,こ れ を叙
事詩としてみ ることは勿論で きな くな る。 と もあれ,ウ ィルキーに よれば,叙
事詩人 とは,読 者の 日常的想像 を越えた,読 者から最 も遠 く離れた時間の,か
すみのかなたにある事象 を題材 とせねばな らぬ ことになる。なぜな ら,そ うし
た題材に こそ叙事詩人は 自由闊達に己の理想の炎 を吹 き込 むことが可能 となる
からで ある。こ うしてエピゴーネン神話が題材に採 られた とい うわけであ る。
エピゴーネ ン神話 ならば,先 に引いたゲ]テ の但 し書 きで はないが,ま さしく
「この出来事は我 々のは るか遠 くにある」 と言 うことがで き,ま さしくウィル
キー理論にピタ リと合致 する題 材と言 えることがで きよう。(そ れ ほどエ ピゴ
ーネン神話は人 々の関心 を惹 かなか ったとい うことで ある。)し か し,そ うは
いいなが らもウ ィルキーはいこのエピゴーネ ン神話 を戯 曲にす る際,か な り手
を加えジ伝説に反 して まで も,'オデッセイウス,ア ガメムノー ンらを主な登場
人物に仕立て,そ の細部にわた って イー リアスに範 を仰 ぎ書 き上げてい るとい
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う。 それは,ひ とえにこの神話に光彩 を与えるためだとい う。奇 とす るところ
で ある。実際 に 目に していないのに,こ う言 うの も大変,揮 りある所 だが,こ
の戯曲,ご 当地 スコッ トラン ドで も今では全 く忘れ られてい るとい うの もなん
だかわかるような気がす る。
さて,一 つ二つの例外は さて お くとして,エ ピゴーネン神話 はほとん ど人 々
の関心 を惹 かず,従 って エピゴーネ ンとい う言葉 も,た だ単に後蕎 とい う意味
を持つに過 ぎずにいた とい うのが真相であ る。ところが,エ ピゴーネンとい う
語は,そ の意味 を突然,思 いがけない方向に転 じ,転 じたがゆえに人 々め口に
度 々の ぼるようにな った とは文学史の公説で ある。それは言 うまで もな く,カ
ール ・レープ レヒ ド・インマーマ ンの手になる長篇小説 「エピゴーネ ン」(1836
年)を きっかけに してで ある。'この小説は 「エ ピゴーネン」と題 してはい るが,
先程 からい ってい るエピゴーネ ン神話の直接の翻案ではない。ではなぜ こうし
た題 をつけたのか。それは直接,作 品に語 って もらうしかない が,取 敢ず,こ
の小説の創作 ノー5ら しき作者 の私信 を紹介 してお く。この私信は1830年4月
に作者が兄 フェルディ・ナ ン ドに宛てた もので ある。 「この小説はエピゴー ネン
とい う題 を⇔ け ることに しました。 そして この小説は遅れて生れて きた ものた
ちの祝福 と災厄 を描いて お ります。私達の先祖 の労苦 と汗 したたる双肩の うえ
にた ってい る私達の時代は,あ る精神的な過剰を病んでい ます。先祖 たちの遺
産の相続権 を私達はたやす く手に入れ るこ とがで きるのです。 その意味で私達
は エピゴーネンなのです。こめ ことか らまった く固有の衰弱が生れ て きま し
た。 この衰弱 をあらゆる状況にわ た って表現することが私の任務 なのです。 こ
の仕事で最 もむず かしいのは,こ うしたの ろわれ た素材 か ら晴朗な芸術作 品を
造 りだす こ とで あります。なぜな ら野戦病院物語に逃 げれば,極 めて容易に理
解 が得 られ るか らです。」
先 に引いた 「イー リアス」第四・書の エピゴーネンの一人 ステネロスの 科 白と
は 何 と懸隔 ある述懐であろ うか。遅れて きたこと,そ の ことが既に原罪であ る
と言わんばか りである。 それでは何 に遅れたのか。ゲーテ時代にである。ゲー
テ時代 を黄金時代に見たて,言 うなれば水銀時代にある自分達の境遇 を描 くと
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い うわけであ る。黄金伝説 な らぬ水銀伝説 とい うところかb'
この水銀伝説の主人公 はヘルマ ンとい う一人 の青年であ る。他の主な登場人
物に挙げ られ るのは先 ずは封建社会 を代表す る侯爵,こ れに対抗す る産業社会
を代表す る大工場主で あるヘルマ ンの叔父 の2人 で ある。 こうした二つの世界
の対立 を経 糸に主人公 ヘルマ ンと,侯 爵夫 人,夫 人の義妹,実 は姦通に よって
生れたヘルマ ン異腹の妹 ヨア ンナ,叔 父の養鯉 コルネ リー,ヘ ルマ ンに附 き従
う,妖精 のような,ま た瘤癖症の ような小女 「小 ざな炎」 らとの異彩極 まる交
流,そ して侯爵家の執事 ともいえる哲学者然 とした美学者 ウ イル ヘル ミ,神 を
恐れぬ体の酷薄 な唯物主義者である侯爵家主治医,さ らには残忍 な権 力的革命
家であるヨハ ンナの夫 メ ドシらとのや りと りを緯糸に した アラベスク模様 がこ
の小説の 鳥鰍図 と言 えようか。 しか しアラベスク模様 と言えばいかに も聞こえ
はよい。 ここで敢て私見 を述 べれ ば,経 糸,緯 糸綾なす ア ラベス ク,い かに も
出来す ぎてい る。つ ま り遇然の糸が必然の糸に と転 化 してい く過程 が陳腐 にさ
え見 えるとい うこ とで ある。 これは後に述べ るが,こ の小説の結末の弱 さとも
な って い る。
さて,そ うはい って も ゲ ーー テの ウ ィル ヘ ル ム ・マ イス タニの例 を見 るまで
もな く,そ(b強引 とまで言え る偶然の連続の裏に必然の糸 を張 るとい うのは ド
イツの小説の一大特徴であ り,さ して気にかか らぬと言 えば そうで ある。小説
の中心課題はそうした偶然の連続のなかで主人公がどう成長してい くかにある
か らで あ る'。す な わ ち教 養 小 説 とい う様 式 で あ る。 事 実,イ ンマ ー マ ンの 「エ
ピゴー ネ ン」 は ウ ィル ヘ ル ム ・マ イ ス タ ー に 範 を仰 い だ とみ て よ い だ ろ う。 主
人公 ヘルマ ンの行動様式はまさし くウィルヘルムその ものであ る。他 に,例 え
ば 「小 さな炎」 に ミニョンを,コ ルネ リーにナタ リーを 見 て とることがで き
る。 しか し,教 養小説ではあ り得ない。 ドイツ文学史上,慣 れに慣れた公議 と
も言える説 をい まさら繰 り返すの も気が引け るが,こ う言 ってお く。古典 主義
の静識,ロ マ ン主義の主観的抽象,共 に貫徹 す ることので きた時代 が,1830年
頃におい ては過 ぎし時代 にな って しまったとい う事情 がここに介在 し て い る
と。統一 した世界像の喪失であ る。 それゆえヘルマ ンにはあ らゆ る偶然 を包み
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込んで くれ る統一 した世界の なかで 自己発展 してい く実存 を把 むな どとい うこ
とは望むべ くもないので ある。ヘルマ ンは水銀時代 とい う特殊 な時代状況のな
かで,実 存 との苦闘に身 をす りへ らしてい くので ある。時代運命 と自己の運命
との不幸 な重 りあいが一層の災厄 を呼ぶ とい うところか。 その意味で 「エピゴ
ーネ ン」 とい う小説は時代小説,否,時 代 ドキュメ ン トで あ ったので ある・.
苦闘 と言 ったが どんな苦闘 なのか,登 場人物たちの述懐 をみてみ よう。美学
者 ウイルヘル ミは,共 に時代 と闘 うことを約 し,た った二人 だけの秘密結社擬
きを結成 した同志 ヘルヤ シにこう言 ってい る・ 「我 々は全 くの悲 惨をこうむ っ
てい ます。一言で言 うな らばエピゴーネ ンで あり,そして我 々は,あらゆる相続
者,遅れて生れて きた ものに まとわ りつ く重荷 を背 負 ってい るのです」と。ヘル
マ ンの述懐 を見れば,例 えばこ うで ある。 「僕 たちは何 と哀れなのだ!僕 らは
早 く熟 しす ぎて しまった!も う,蕾 も花 も咲かす ことがで きない!既 に雪で頭
まで埋 め られて しま ってい る」 と。苦闘 とは,父 親た ちが遺 レてくれた富のな
かに頭 まで埋 もれ,つ いには 自分 を発見す ることがで きぬ相続著た ちの苦闘で
ある。 ウ イルヘル ミはヘルマ ン侯爵夫妻に向か って,自 分達の時代 を,「 古い
数世紀は我々に彼 らの上着 を遺 しました。そして今の世代はその上着にす っぽ
り身 を隠 してい ます。彼 らは敬度 な上着,愛 国主義者の上着,歴 史 主義者の上
着,芸 術家の上着 とめ ま ぐるし く,と っかえひっかえ しなが らこそこそと歩い
てい るのです。 それ に して もい ったい どれだけの 上着 があるので しょうか。」
と分析 してみせてい るが,先 に言 う苦闘 とは まさ しくこうした時代に生 きるも
ののそれなので ある。そ して作者 インマーマ ンは こうした葦囲 を描いた小説に
「エピゴーネ ン」 とい う題 を付 してい るのであ る。
ここで少 し先走 りしてみ る。 ドイツではエピゴーネ ンとい う語が インマーマ
ンの長 篇小説 「エ ピゴーネン」 をきっかけに して,ギ リシア語起源の意味 から
大 きく方向転換 したわけだが,そ れでは どう転換 したかについて,い ま,こ こ
で あわてて結論 をひ きだ してみ るとい うわけである。結論の拠 るところは,い
ままで引いた インマーマ ンの言葉,小 説 「エ ピゴー ネン」の登場人物,ヘ ルマ
ン,ウ イルヘル ミらの言葉であ る。 さて,そ の結論 とは こうである6す なわ ち,
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エピゴーネ ンとは,様 式多数主義的で折衷主義的で,諸 説融合主義的で…∴黄
金時代に続 く水銀時代にあ ぢわれ る人 々で あると。これは得 やすい 結 論 で あ
る。事実,新 しい所では,rエル ンズ ド・アルカーは自著 「〆 」テの死 から現在
に至るまでの ドイツ文学め歴史」(1949年)のなかで,ガ イベル,ハ イゼ らを
首魁 とす る ミユ ン派の詩人 たちを 論ず る章に 「折衷主義者,エ ピゴーネ ン,'日
和見主義者,諸 説融合主義者」 とい う小表題 をつけ,以 上四つの外来語 は互い
に結 びつ くものだ としてい る。 エピゴーネ ンについて先程あわててひ きだ した
結論は現代に おいて もひ とつの説 とな り得てい るとい うわけで あ る。
ところが,イ ンマーマ ンの同時代人で ある,青 年 ドイツ派の ヴィー ンバル ク
の次の言は この説に,逆 順 なが ら疑問 を投げかけてい る。 その言 とはこうであ
る。 「あるときは豊かな東洋風 のガウンを身に着 け,あ るときは スペイン風の
マン トを着,あ るときは鉄の騎士 よろしく鎧 ・甲冑に身 を固め,あ るときは現
代人 として パ リ仕 立ての燕尾服 をまとい,自 分に無縁 なは ずの 民 衆 や時 代 の
ポエジー をまった く本物そ っ くりに真似 す る術 を心得てい る。そ うい った まこ
と偉大な詩人 たちを詩的 カメ レオ ンと名付けて もよいだろ う。 どころで こうし
た詩人たちの手にな るポエ ジーは勿論のこ とます ます詩的 とな り,あ る一人 の
詩人のなかに と り入れ られ る詩人の数は,年 々歳 々,ま す ます増 えて行 き,一
方,当 の詩人 の生は ますます散文的にな り,色 挺 せ,平 板 にな ってい くので あ
る」(1833年)。これは様式多数主義,技 巧偏重主義への痛烈 な批判で ある。 カ
メ レオ ン詩人 とは ヴ ィー ンバル クよりい くらか年長の詩人,プ ラーテ ン,リ ュ
ッケル トらの ことをさす もの か と思われる。プ ラーテ ン,リ ュッケル トとい え
ば,ド イツ文学史上,よ くエ ピゴーネ ンと言われて きた詩人で あ る。さて これ
だけでは この ヴィー ンバル クの言は先の説への反証 と読む ことがで きない。読
む ことがで きるの は次の ように考 えた ときであ る。 とは言 って も考えたの は私
ではな く,ゼ ング レで ある。 そのゼ ング レに よれば,ヴ ィー ンヴ ァル クが カメ
レオ ン詩人 とい うとき彼は 「恐 ら くゲーテの 『ゲッツ』 か ら 『西東詩集』に至
る道程 も考慮 に入れていたのである。 お手本がひ しめいてい ること この こ
とは後期iltマン派の世代は全 くは6き りと認識 してい る'か ら1そ れ を 『享
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受レ・堺 駈 る』とnほ り!3・足 しろ卿峻 が生じ・美 的聾 の全て}9-Stす
る次第次第の反感が生 まれて きたのである」 とい うことになる。 ヴィー ンヴァ
:ルクの言がゲーテ及びゲーテ時代 をも射程 に入れているとすれば(む しろこの
言 を収め るヴィー ンバルクの 「美学 キャンペーン」は まさしく,古 典主義 ロ
マ γ主義弾劾の講義 ノー トであった),そ れは,エ ピゴーネ ンは様式多数主義
的で,折 衷主義的で,諸 説融合主義的で……,黄 金時代=ゲ ーテ時代に続 く水
銀時代にあらわれ るとい う説の否定 となるだろう。
「ゲーテは…… ギ リシアの小説以来の伝統的モチーフだけを採 り入れたので
はな く,は るかに もっと様 々なモチーフを採 り入れ,そ の結果,こ の長篇小説
はある意味で18世紀及びそれ以前の長篇小説 にあ る,あ らゆ る使いふ るされ,
時代遅れにな った しきた りや,い い まわ しや,エ ピソー ドの ア ンソロジーとみ
なされ得 るので ある・この小説のタイ トルです ら,1762年のある小説の ヴァリ
ア ンテに過 ぎないのである」 とは八 口ル ト・ヤ ンツの言(1965年)であるが,
ここで言 う長篇小説 とは 「ウ ィルヘルム ・マイスターめ修 業時代」のこ とであ
る。 さらにあ る評家は,ゲ ーテのF7ア ウス エ ・皿」こそ,あ らゆる時代の,
あらゆ る様式,説 の見事なまでの アンソロジーで あるとい う意味のことを言 っ
てい る。ゲーテとい う詩人は多様 注詩論の見地に立ち 「数千年 にわた って拡大
されて きた視界が提供で きる利点」 をふ るに利用 した詩人 とい うことに なる。
これは余談だが,木 下杢太郎はその東北大学医学部教授時代 に,一 人の教 え子
から,北 原 白秋の詩にあるものには杢太郎の発想に よるモチー フが幾つか取 り
入れ られてい るとあるが,こ れ をどう思 うかと尋ね られて,「 それは当然 あっ
て而 るべ きことで,白 秋 は一世の巨人で鮮少 を吸収同化す るのは 自然の ことな
のだ」 と答 えたとの ことで ある。「白秋 は一世の巨人」 とは疑義 あるところで・
さらに白秋 とゲーテを比較す る気 もないが,こ の杢太郎の答は,様 式多数主義
に よることで詩人は最高の業績 を成 し遂げ ることがで きるのだ言 ってい るよう
にも思 える。
ともあれ,ゲ ーテは様式多数主義 折衷主義,諸 説融合主義に則 り,最 高の
業績 ウイルヘルマイスター,フ ァウス トらをうみなした。そ うい うゲーテをエ
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ピゴーネンと呼ぶのだろ うか。確 か,エ ピゴーネ ンとは,黄 金時代=ゲ ーテ時
代に続 く水銀時代にあらわれ るのではなかろうか?先 にあわてて引 きだ した結
論はここでた ちまち説得 力を失 っていの くで ある。
さて,先 走 りをす ることで,と ん だ廻 り道 をしたが,こ こで話 を再 びインマ
ーマンの 「エピゴー ネン」に戻 し,エ ピゴーネ ン語史の続 きを書 くことにする。
いつの時代 にで も先祖の遺産はあ るものである。 お手本はいっの時代にで も
ひ しめいて るもので ある。小説 「エピゴーネン」の主人公 ヘルマン∫ さらに ウ
イルヘル ミ,つ ま りは インマーマ ンが苦慮 したのは こうした事態その ものでは
ないのである。 ヴ ィー ンバル クとほぼ同 じ調子で語 られてい る先の ウイルペル
ミの仮装行列 を嘆いた語 りには実は次の ような後段 が控 えてい る。 「しかし,
それはカーニバルの仮装行列 に過 ぎません。人 々は驚 くべ きことにあの威厳の
ある衣服の背後に真摯 な もの をみ ようとは しないのです。 それはチ ロル人や ジ
プシーの仮 面の下に実際の チ ロル人や ジプシーがい ることを期待 しないの と同
じことであ ります。 ……こ うして今の若い人達は24歳には完熟 して しまうので
す。若い人 達に とって一切が,た やす く,口にあ ってお り,彼らは物事の表面の
泡をさっと吸い込んで しまうのです」。様i式の多様 性,形式の仮装行列その もの
が問題なのではない。 「マ イス ター」の ウィルヘルムは,様 々な仮面 を次 々と
取 り換えなが ら自分 自身 を見 いだそ うとし,か つ見い だしたではないか。 イン
マーマ ンの世代は仮面をつけ,そ れ を次 々に取 り換え ることが自らの存在の発
見の過程で あることを忘れ,茶 番にふけてい る(ゼ ング レ),つ ま りはエ ピゴ
ーネンなのだ とい うところがイツ マーマ ンの認識なのであろう。そ して イ ンマ
ーマ ンは主人公 ヘルマ ンには自己存在発見の旅に赴 かせるのである。結末 はこ
っである。 ヘルマ ンは ヨハ ンナを愛す る。そ して ヨハ ンナが父 たちの姦通 によ
って生れた呉服の妹であることを知 り,自 分の狂 した近親相姦 とい う深 い 罪
(実際は 「小 さな炎」 との交情 をヘルマンはそ う誤解 している)に 戦 き,遂 に
は錯乱状態に陥 る。やがて コルネ リへの深い深い愛 を確認す ることでヘルマン
はその錯乱状態 から立ち直 る。立 ち直6た ヘルマンは,侯 爵封建社会 と叔父産
業社会 との系争であ った莫大な財産 を,あ たか もその どち らに も属 してい なか
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'づたからであるかの ように受け継 ぐことになる。そして,そ の財産 を自分な り
の方法で処分す るなかでヘルマ ンは自分 を発見 しようとするのである。方法と
は次の ようなヘルマンの言葉に集約 されるで あろう。すなわちヘルマ ンはこう
い うのである。 「嵐の ような速 さで現代 は渇 き切 った メカニズムへ と突き進ん
でいる。僕 たちはその流れ を止めることはで きない。 しかし僕たちが僕たちと
僕たちの家族のために緑の小さな広場に垣 をめ ぐらせ,こ の島を,音 をたてて
流れて くる工業 とい う巨浪の落下に対 してで きるだけ長 く持 ちこたえさえすれ
ば,僕 たちは不 当にのの しられ ることはないだろう」 と。,実際,ヘ ルマ ンは相
続 した莫大な財産 を叔父の会社の従業員に分け与 え,会 社運営 も彼 ら に ま か
せ,工 場のあった一帯 を,い うなれば 「千年王国」に しようとす るのである。
,こ れは ファゥス ト五部終末近 くの,』埋め立て地建設事業 と似てい ると言 えよ
う。フ ァウス トは悪魔の介入す る余地のない夢の国 を建設 しようとするの であ
うしお
るが,そ の国 とは 〈外側では潮が岸壁 まで荒れ狂お うとも,/内 部のこの地は
楽 園のような国なのだ。〉(相良守峯訳。以下 同)とある。 この事業に フデウス ト
を駆 り立てるのは 〈自由な地に自由な民 と共に住みたい〉 とい う真摯 な願いで
あ り,フ ァウス トはそう願 う瞬間に自分の存在 を発見 じ,瞬 間に向かうて 〈留
まれ,お 前はいかに も美 しい〉 とい うあの運命的言辞 を吐 くのである。この言
辞はメ ブイス トレースとの間に交 わした契約 を破棄す るもので ある。ためにフ
ァウス トは言辞を吐 くと共に倒れて しまう。 しか し天使たちは 〈聖 な る熱 火
たも
よ,/こ の火にかこまるるものは/い の ちを保ち,/よ き人々と共に幸 を覚え
あいもと た ことば きよ
ん。/み な相共に/起 ちて祝げ。/空 気は浄められぬ,/魂 よ,息 づけ〉 と歌
い,フ ァウス トの不死なるもの を運びつつ昇天するのである。見事な結末 とい
うしかあるまい。勿論 現代の眼か ら言えば多少の不満は残 るかも知れない。
夢の国建設のための埋め立て地建設事業は今の言葉で言 う強制収用(池 田浩士
「教養小説の崩壊」)を経て行われたのである。 そして強制収用の犠牲 となっ
たのはフ ィレモンとバウキスとい う老夫婦で ある。老夫婦 を破滅 させるとい う
ファウス トの罪は,グ レー トフエ ンに対す るそれよ りも一層罪悪深重な筈であ
る。に もかかわらず ファウス}は この事実に対 し,実 際に手を・下 したメフィス
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トレース らを激 しく呪 うだけで,あ まつ さえ,そ め責任 を 〈お前た ちが三人 で
分け持つがいい。〉 と言 っての けるので あ'り,そこにぱ フ ァウス トめ 「個 人的倫
理的後悔」(ル カーチ)を 見 ることはで きない。'老夫婦め破滅 を,自 由な土地
に自由な民 と共に住 むとい う大事の前の小事 と決め こんだわけで はあ るまい。
ルカーチの説明に よれ ばこうで あ'る。.すなわち ファウス トは老夫婦破滅 とい う
罪に対 して確 かに自ら怒 りかつ苦悩 したので ある6だ がその怒 りと苦悩の矛先
は,個 人的倫理的後侮 を越えて,か く大事 と小事 を常に矛盾 ・対立 させずには
おかない人間 と社会の機構 その ものに向け られてい るのである。
とすると、 フィ レモ ンとバ ウキス悲劇の設定は,作 者ゲニテが,大 事 と小事
との矛盾 ・対立 をもっとむ きだ しに,も っと酷薄に見せずにはおかない工業 と
い う巨浪が自分の晩年の時代 にひたひた と押 し寄せて きてい ることを肌で感 じ
とっていたがゆえの ことか も知れない。 しかしゲーテは この ことに関 して,フ
ァウス トのなかでは多 くを語 らない。 これは語 らずに済んだ と、'、うことで もあ
る。そしてゲーテはあの埋めたて事業 その もの も実は,〈 お前 さんには土手や
突堤 を築いた りして/結 局は こちとらのために骨折 ってい るのだ よ〉 とい うメ
フィス トレースの傍白にあ るように,悪 魔の仕業 とし,フ ァウス トの 罪 を 救
い,フ ァウス トに偉大 な結末 を迎 えさせてや るので ある。 しかも,先 の悲劇 を
設定す るこ とに よって,大 事 と小事の真の共存 とい う人間社会に とっての永遠
の課題 を後世の人 々に残 しなが らである。(池田浩。上掲書参照)
その後世の人 々の一入 に インマーマ ンがい るとい うわ けで ある。ゲーテが,
工業 とい う巨浪がひたひた と押 し寄せて くるの を肌 に感 じていた とすれば,イ
ンマーマ ンは まさにその巨浪に呑 まれかか ってい ると言 っていいだろ う。小説
「土ピゴ』一ネン」の主人公ヘルマ ンはその巨波の落下に対 し,さ さや かな理想
郷 を設 け,そ れから逃れん としたので ある。 これはある意味 で悲喜劇に似 てい
る。真 摯 な茶番であ る。理想郷建設の裏付 けとな る莫大な遺産 が1大 事 と小事
との対立 ・矛盾 を繰 り返 しなが ら築 きあげ られて きただろ うとい うことについ
て,ま た理想郷建設 その もののなかに も必然に見 られ るだろ う,'大事 と小事 ど
の対立 ・矛盾について作者 インマーマ ンは多 くを語 ることは しない6こ れは語
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らずに済んだ と、、うわけにはい くまい。 インマーマ ンは,小 説 「エピゴーネ
ン」は,あ る精神的過剰 を病んだインマーマ ン自身の世代の全 く固有な衰弱を
描 くのだと言 づている。 しか しレ その固有な衰弱 を尤進 させてい るの は先程か
ら言 ってい る矛盾 ・対立の先鋭化ではなかろ うか。陰惨な野戦病院物語に仕立
て るの を嫌 って インマーマ ンは,物 語 を晴朗にす るために,理 想郷建設 とい う
偉大な結末 を与 えることに より,主 人公ヘルマ ンを救 ってはい るが,私 見にょ
れ ば,ヘ ルマ ンにはあらねばな らぬ至福の輝 きがついぞ見 られないのである。
ともあれ,こ の小説の,と い うよ りは,'その 「エピゴーネ ン」 とい う表題
は,当 時の耳 目をひき,エ ピゴーネ ンとい う語のその後の享受'・運用に決定的
な影響 を与 えたのである。
エル ンス ト・フ ォイヒタース レーペンは自著,「精神養生学」(1842年)のな
かで,丁 我々は倦み疲れ,取 り澄 まし,く ずれ 落 ち,で きそこないである。
我 々は 自分 たちをエ ピゴーネンと名付 ける」 として,イ ンマーマ ンの世代
論 を追認 してい るとの ことである(ギ ユ ンター ・ハインツ)。
さて○小説 「エ ピゴー ネン」 を巡 る論議で,エ ピゴーネンとい う語の新 しい
意味づけを理解 しなが らも,'インマーマ ンの言 う世代認識 を決 して追認せず,
逆 に反感 をもったのは青年 ドイツ派,及 び青年ヘーゲル派であ った。そもそも
ヴィー ンバル クの先の言は,自 分たちの時代 を前代に劣 る水銀時代 とみなすこ
とへの反発がなせ るもの と考 えて よいだろう。様式多数主義,折 衷主義が負た
るエピゴーネ ンの要素で あるな ら,讃 美 され るゲ」テ時代 こそがエピゴーネ ン
時代なのだ と述べ ることに よらて,後 世の エピゴーネン概念についての単純な
把握 を逆順 なが ら,図 らず も喝破 してい るのが,先 に引いた ヴィーンバルクの
言なのである。 そして この言は 「様式多数主義 を峻拒 し,よ り大 きな直接性に
向か った1830年代以降の文学」(ゼングレ)の擁護の弁で もあ ったのである。 ヴ
ィー ンバルクの僚友Th.ム ン・トは 「イ ンマーマ ンとエピゴーネンの世紀」 の
なかで 「我 々エピゴーネンは一体,我 々の父祖たち,英 雄たちに全 くかなわな
いの か?」(ユ837年)と問い,自 分 たちがエピゴーネ ンで あるとすれば,そ れ
は ギ リシア語起源の意味でのエピゴーネ ンであるとしている。 ・
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1846年～1848年にかけて,ラ イプツ'ヅヒに おいて青年 ぺ」ゲル派 の 雑 誌 が"
'「エピゴーネ ン」.とい うタイ トルで発行 され てい るが,.この雑誌 は,オ ッ ト
ー ・ヴィガ ン ト編集の発禁処分 を受けた 「ハ レー年鑑」,「季刊」の続編の由で
ある。さて,そ の 「エピゴrネ ン」 とい うタイ トルについて編者は,こ れは ギ
リシア語起源の意味で理解 して もらい たい と読者に注文 をつけてい るとい う6
ロベル ト・プル ッツ も自分た ちの世代に対 す る揺 ぎない確信か らこ う発言 し
ている。曰 く,「 エ ピゴー ネ ンだ って。否!我 々はむ しろプ ロゴーネ ンだ6未
来の成熟 した自由な時代のプaゴ ーネ ンだ」(1845年)と。現代の評家,ク ラ
ウス・ダー ヴィッ トはエピゴー ネンと遅 れて きた者(Spatlinめとを峻別 してい
るが,例 えば,ホ ー フマ ンスタ)・一.ルは 自分 をSpatlingと感 じてい たが,今
日,彼 をエピゴーネ ンと見 るのは誰 もいないだろ うとい うわけで ある。 ダー ヴ
'
イッ トに よれば,Sptitlingに1ま「n㏄hnicht」とい う感情が脈打 ってお り,自
分を常に未来 と関連 させてみつめるとい うところがある。つ ま り,な るほ ど自
分たち遅れて きた世代 を取 り巻 くものは カタス トロフ ィーに類 した空虚 さで は
あるが,そ の空虚 さを経 ることに よって初めて,真 の未来 が開 かれ るのだ とい
うのが,Spatlingの認識 なの だろう。一方,エ ピゴーネ ンにはいつ も「zuspat」
とい う感情 が射影 してい る。つ ま りエピゴーネ ンは 「我々は遅 くきす ぎた。我
々は背後に偉大な人 々 を控 えている。我 々は相続者であ り・後に続 くもので あ
る。我々は さしあた っては,こ れ以上 を望む ことはで きない」 と泣 きべそ を書
くだけだ とい うわけで ある。 この ダーヴ ィッ トの言 う 「nochnicht」とい う気
持が どうや らプル ッツにはあ ったのだ ろ う。プ ル ッツの先の発言の約40年後 に
ユ リウス ・ハル トも自分 たちの世代 をプ ロゴーネ ンと語 ってい る由である。因
みに,ユ ・リウス 」ハル トとは周知の ように兄,,ハイン リッヒと 共に 「批評闘
争」(1882・'y86)に拠 り,自 然主義の前衛 を担 った論客である・彼 らの攻撃の
目標 とな ったのは,フ ォンタ「ネ,ケ ラー,マ イヤーらのいわゆ る市民的写実
主義者 たち,それに ガイベル,ハ イゼ らのいわゆる擬古典主義者た ちで あ った。
もっともフ ォンターネ らへの批判は,彼 らの文学の もつ郷土性,地 方 性に集中
し,一 種愛国主義的批判で あ.腸一認 め るところは認 めてい るので ある・ ところ
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が,自 らを もってプ ロゴーネ ンと任 じていたハル ト兄弟 らがガ イベルらを古典
主義のエピゴーネ ンであると批判 してい るのは,当 時の エピゴー ネツとい う語
の享受 ・運用 か らみれば容赦のない ものだ った と言 えるだろう6(A・ ホルツ
の場合,こ とガイベルに関 しては こうは言えないか も知れ ない。),ところでハ
インツ ・リン トシュカとい う評家 に よれば,こ の批判の容赦なさは,'ガイベル
らの金銭的成功 と大衆受けに対す る嫉妬 もだいぶ強 く働いてい るとい う。事実
ガ イペルの処女作 「詩集」は1840年に刊行 され,1870年を過 ぎてか'らにわ かに
ベスF,セラーにな り,'1877年には第83版,.1884年には第100版,・詩人死 して も
尚,1902年には第129版を重ねるとい うまさし く破天荒な売れ行 を示 した とい
う。ハ ル ト兄弟 らは,こ うい う,1870年代 から1880年代にかけての泡末会社時
代のベス トセラー作家たちをエピゴーネンで あると排撃 してい るので ある。・
、さて,話 を再び,エ ピゴーネ ン語史 に戻 してみ ると先 ずは次の ような疑問が
湧いて くる。,つまり,イ ンマーマ ンに よって新たに刻印 されたユピゴーネ ン概
念が,青 年 ドイツ派,青 年ヘーゲル派に よる一勢の反発 ・異議 に も か.かわ ら
ず,当 の青年 ドイツ派たちに よってかえ って広 く伝播 してい ったのはなぜなの
か とい う疑問であ る。ここであえて臆測 を呈 しうして私 な りにその疑 問に答え
てみたい。青年 ドイツ派 青年 ヘーゲル派は エピゴーネ ンという語 を本来の ギ
リシア語起源 に与 え返 し,そ の意味で あるならば,確 かに自分たちは エピゴー
ネ ンで あるとした。 それではなにに対す るエピゴーネ ンなのか。挫折 したフラ
ンス革命に対 してのエピゴーネ ンで ある。挫折 した フランス革命の理念 を我が
ドイツで 受け継 ぎ補完 し,か つその理念の 全 き現実化 を 図 るとい うわけであ
る。先の青年 ヘーゲル派の雑誌 「エピゴーネン」のなかで ある論説 は 「革命の
エ ピゴーネ ンた ちの攻撃の前に,・先達著 たちがその直前で挫折 した聖 なる都市
の城壁は くずれ落 ちるに違い ない」 と宣言 してい る。 しか し,ベ ンノ ・フ ォン
・ヴ ィーゼ,ゼ ング レらの言 をまつ まで もな く三青年 ドイツ派,青 年ヘーゲル
派に とって革命 とはあ くまで も教養のなかにあ り,抽 象的理念のなかにあるだ
けで あつた。彼 らは,'自我が 自らの うちにつかみ うるとい う確信 と,現 実の社
会 との とてつ もない乖離 に苦悩 し,自 分たちの理念の抽象性に一層 の 磨 を・か
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け,果 て しない革命談義 を繰返 してい ったのであ る。彼 らが拒否 しようとした
多様性 とはつま り自分 たちが立脚す る地 点の多様性であ る・ しかし,こ の多様
性は実は,ひ とつの統一 した世代 を秩序 だてていた古典主義,ロ マ ン主義時代
よりもは るかに彼 らの世代に侵食 していたのである。 この多様性が中心の喪失
となって彼 らの世代の現実にはねかえづて きてい るとい うところだろ う。 こ う,
した現実 を前に して,無 秩序 を再構成す る筈であ った理念は何 ら役 に立たず,
勢い その理念は先に言 ったよ うに惨めな空回 りを続け,彼 ら自身がギ リシア語
本来の エピゴーネ ンか らインマーマ ンの言 うエピゴーネ ンへ と堕 ちてい くので
ある。 こうしたパラ ドックス を彼 ら自身が体現 してみせ ることに よって土ピゴ
ーネンとい う語は彼 らの意図 とは逆に急速 に享受 ・運用 されてい ったのではな
かろうか。
さて,青 年 ドイツ派,青 年ヘーゲル派の意図に よってではな く,彼 らの存在
様態によって急速 に発展 してい ったエピゴーネ ン概念は19世紀中葉 も過 ぎる ど
オ リジナル絶対論者,かつ進歩主義者 と結びつ き,彼らの恰好 な飛び道具 どな っ
たのである。詩人某はエピゴーネンな り,黙 殺。 とい った具合であ る。勿論 こ
うした風潮 に対す る反発 がなかったわけで はない。 この小文 が多 くを負 ってい
るM・ ヴ ィン トフールは、J.リ ッター編の 「哲学歴史辞典」のなかで,エ ピ
ゴごネンの項 を担 当 し,そ の際,次 の ようなB・ アウエルバッハの言 を紹介 し
てい る。ベル トル ト・アウエルバッハとは今ではほ とん ど忘れ られてい る作家
だが,19世紀 中葉にはいわゆる農村 小説に より一時期人気 を博 した との ことで
ある(ブ リッツ ・マルテ ィーニ 「ドイツ文学史」)。さてその言 とは こうで ある。
「あらゆる言葉の なかで もっともば かげた ものはエピゴーネ ンに関す るそれで
ある。人聞はすべて エピゴーネ ンなので あ り,歴史の どの時期 をとってみて も,
たとえそれ が輝 きに満 ち満 ちていたと して も,ひ とっ として,空 前絶後の 力が
みな ぎっていたときはないので ある」。この言は古典主義,ロ マン主義の文化的
遺産 をいかがわ しい ものとみなす 当時の風潮に対 して,そ れ らの遺 産 を保守せ
んとす る立場か らエピゴーネンとい う言葉 を持 ちだ して きた ように思われ る。
いずれにせ よエピゴーネ ンとい う語 を相手 を殺傷す る飛道具に してはいない。
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またニーチェは詩人 とは 「本来,常 にかつ必然的エピゴーネ ンである」 と言
ってい る。.これはニーチェの芸術表現 とい うもの を表現形成 と魂の意識化の関
係 から捉 えようとす る考 え方 からの発言であ り,次 のような言 とつなが ってい
ると考 えて よいだろう。 「自分の ことを伝えたい,お 互いに根源的にかつ細部
に至 るまで理解 しあいたい とい う欲求 ・希求が長い間人類 を支配 して きた。そ
してその結果,つ いには伝達力と伝達技術が過剰になるとい う事態がおこって
きた。その過剰は,あ たか も長年に亘 って蓄積 されて きた,今 やそれ を惜 しげ
もな く浪費 してはばからない ような相続者 を待 ち受けてい る財産の ような もの
である。 いわゆる芸術家がこの相続者に当る。 同様に説教師,予 言者,文 筆
家,常 に長い連鎖の後にや って くる全 ての人間がこれに当る。 〈遅れて生れて
きた もの〉はいつの場合で も,そ の言葉 をもっともよ く理解するならば本質的
に浪費者 なのである」。要す るに,芸 術家 とは必然的に相続者であ り,エ ピゴ
ー ネンである。それなのに今 さら,誰 彼はエピゴーネンだと指弾 して得意がる
のは,芸 術表現の本質 を知 らぬ ものの奇なる沙汰であ り・ ξうや らこの エピゴ
ーネンとい う新案の概念ぱ不安定で新 奇な ものに出会 うとかえ ってあたふたと
す る極楽 トンボの強力な護符 として作用す るらしいとい うのであろう。
それかあ らぬか,ひ たす ら,た だひとえに作品のなかにそれに先行す る作品
の影響関係 を見いだそ うとす る一部,偏 頗な実証主義たちに とってエピゴーネ
ン概念は困 った ときの神だのみならぬ,評 釈の決め手 となる言葉であ った らし
いo
さて,こ うしたニーチェらの異議 申し立てに もかかわ らずエピゴーネンとい
う語はひとつの評語 として,否,蔑 称語 として広 く浸透 してい くのであ る。浸
透 してい ったのは勿論,こ の語がなに もゲーテ時代直後の詩人たちだけ を対象
としな くな ったことと揆 を一に してい る。黄金時代に続 く水銀時代 をエピゴー
ネ ン時代 と呼 ぶな らば,ド イツ文学史のなかで,ひ ときわ高い叫脈 を形成 した
のはなに もゲーテ時代だけに限 らず,そ の前後に も一つや二?高 い山脈 が聲 え
てい るの だから,エ ピゴーネン時代が他に一つや二つあ って も別 に不思議 はな
いだろう。
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この小文 が多 くを負 ってい るM.ヴ ィ ン トフールの論説 は,「 語史」に続 く
「現象」とい う章でエピゴーネ ンの発現形態 を,個 人 エピゴーネ ン,若 年期 エピ
ゴーネン,時 代 エピゴーネ ンの3つ に分類 してい る。個人 エピゴーネ ンとは時
代に関係な く,い つの時代に もあらわれ る個 々のエ ピゴーネ ンの ことをい う。
若年期 エピゴー ネ ンとは詩 をか く,そ れ も年の割 には少 しませたところの ある
少年小女の ことである。若年期 においては まさし くエ ピゴーネ ンであ るが,長
じるに したが って 自らのオ リジナルを獲得 してい った とい うある種の詩人 たち
の修業時代の姿で ある。 これに関 してはヘルマ ン ・ヘッセの 「過去 との出会」
(1953年)とい う自らの苦い思い 出で を材に して見事一つの真理 を衝いた,めで
たい短文がある。著名 な詩人 の例に洩れず,ヘ ッセに も明 日の詩人 を夢み る多
くの少年少女 より,是 非,添 削 をと多数の 自作原稿が送 り付 けられて くる。ヘ
ッセはそれ らに 目を通す と十中八,九 が つか りす る。 どれ もこれ も著名な詩人
の真似ばか りなので あ る。あるとき,〈 ヅセはふ としたことか ら自分の少年期
に書いた詩の生原稿 を 目にす る6な ん とその詩は アイヒュン ドルの模倣に過 ぎ
なか ったので ある。 ヘ ッセは愕然 とし,や がて悟 るので ある。人はだれで も最
初はエピゴーネ ンで はなかろうか○そ して その うち幾人かがやがて エピゴーネ
ンを脱 し真の詩人 とな るのではないか と。直接,エ ピゴーネンとい う言葉は使
われてはい ないが,こ の短文は先 のよ うに まとめ ることがで きるヘ ッセの模倣
論とみて よい だろ う。 これは余談だが,ヘ ッセは この短文の終 りに,自 作,「車
輪の下」が近 ごろ 日本語 に訳 された旨 を記 し,そ の 日本 の読者 から美 しい感動
的な手紙 を貰 らたと書 き,そ の手紙 を一部手直 しをして紹介 してい る・それに
よるとこの読者 は東 京の]高 校生 とある。果た して誰 なの だろ うか・ヘッセは
この高校生の ドイツ語はかな りよ くで きてい ると責 めてい る。近頃,日 本で訳
された 「車輪の下」 を読んでの手紙 とあるから,手 紙の 日付けは,こ の短文発
表年1953年とそ うは遠 くない年月 日にな るのだ ろう。だとす ると東京の一高校
生とは 旧制高校ではな く新制高校の生徒 とな るだろ う。果た してこの高校生 と
は誰なのだろ う。いた く興,唆 られ るところで ある。
さて余談 ついでに言 うと、 ローベル ト・ムシル も上のヘ ッセとほぼ同 じよう
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な主旨のエ ッセイ,を1931年に発表 してい る。、こちらは 「文士 と文学」 と題 され
てお り,文 士 とい う語 を蔑称語 として享受 ・運用す ることへの異議 申したてで
ある。単に教養のある作家 とい う意 しか持 っていなか っためが,.エピゴーネン
と同 じよ うにやは り青年 ドイツ派内の文学論争 をきっかけに 「自分の人生 を規
定す るような倫理的 イデーの実現化にい くらかで も役立て ようと書 くのではな
く,書 くために書 くとい う全 くの売文家」(「ドイツ外来語辞典)で,独 創的才
能 をい っさい持 ちあわせない擬似詩人 とい つた意味に変化 してい ったのが文士
とい う言葉で ある。 ムシルはその意味 を変化 させてい った文学 論に異 を唱 え,
「我 々は最初はなには ともあれ文士なので ある」 と言 ゲての けてい る。・このエ
ッセイは,先 のへ ㌢セのそれ と同 じ く,こ のエ ピゴーネン語史 の後続め しかる
べ き章で詳 しく触れ ることにす る。
さて時代エピゴーネン。黄金時代に続 く水銀時代に生 きるエピゴーネ ンのこ
とで ある。先に言 ったよ うに長い歴史のなかで は,黄 金時代はなに も一 回限 り
とい うわけではない。ゲーテ時代の他に黄金時代 と言えるのは一 つや二 つある。
ロ コ コ 　 　 コ
その一つにあげられるのは12世紀に栄えた宮廷文学時代である。 ドイツ文学史
　
界 に エ ピ ゴー ネ ン 概 念 を導 入 した 「文 学 史 の 教 父 」 ウ ィル ヘ ル ム ・シ ェ レル
は,そ の 大 著 「ドイ ツ文 学 史 」(1899年)の な かで,U90年 か ら1220年の 間 に
陸 続 と あ らわ れ た,ハ ル トマ ソの 「エ ー レッ ク」,「グ レゴ リウ ス」,「哀 れ な ハ
イ ン リ ッ ヒ⊥ 「パ ル チ ヴ ァー ル 」 の 初 め の 部 分,ゴ ッ トブ リ・一 トの 「ト リス タ
ン と イ ゾ ル デ」,ヴ ォル フ ラ ムの 「パ ル チ ヴ ァー ル 」 の 結 尾,そ れ に 「ヴ ィル
ハ レム」 とい った 宮 廷 叙 事 詩 の 傑 作 をた た え て い る が,こ れ ら巨 人 た ちの 後 に
続 く詩 人 た ち を述 べ る段 に な る と エ ピゴ ー ネ ンい う章 を設 け て い る。 記 述 の 大
半 は ヴ ォル フ ラ ム と ゴ ッ トフ リー トの 後 継 者 に つ い て 割 い て あ る。 この 二 人 が
多 くの エ ピ ゴ ー ネ ン を従 え たの は,前 者 が 「ト リス タ ン」 を,後 者 が 「ヴ ィル
ハ ル ム」 を それ ぞれ 未 刊 の ま ま残 し,エ ピ ゴ ー ネ ンた ちに 仕 事 を与 え た か らで
あ る とい う。 さ らに シ エ レル の 記 述 は,ゴ ッ トフ リー トエ ピ ゴ ー ネ ンで あ るル
ドル フ ・フ ォ ン ・エ ム ス と コ ン ラ ッ ト ・ヴユ ル ツ ヴ ル ク に つ い て 及 ん で あ る。
ゼ ング レは.ル ドル フ ・フ ォ ン ・エ ム ス を ゴ ッ トフ リー トの エ ピゴ ー ネ ン とみ
一94一
るシエ レルの意見に批判 的であ るが,こ れ らめ詩人 たちの業績 を一篇た りとも
目にしてはい ない私 にはなん とも言えない。 そこで,ゲ ーテ後の時代以外に対
してもエピゴーネ ン時代 とい う言葉 が使 われてい るとい うことを上 記紹介す る
にとどめてお く。1'.t
他に同 じよ うな例 をi捜す とカール ・フィェ トール著の 「ドイツ類歌の歴史」
(1961年)がある。 このなかで フィエ トールは ドイツ頒歌黄金時代 を築いた ク
ロップシユ トック,そ れに少 しく遅 れてヘル ダニ リンらの後に続 く頭歌詩人た
ちを,エ ピゴーネ ンとい う章のなかで論 じてい る6(も っともヘルダーソンの
場合,当 時,,彼を知 る詩人はほ とん どいなか ったので あるか ら,ヘ ルダー リン
エピゴーネ ンは存在 しなかったことになる。)さ て その 後に続 く頭歌詩人 とは
プラーテ ン少 し遅れて ハ イン リッヒ ・ロイ トホル トらの ことを言 う6ゲ ーテは
素通 りである。 ゲーテは一・篇の類歌 も書いていないの だか ら当 り前 の 話 で あ
る・・さらに シュ レーゲル兄弟 もこの頚歌にはなんの興味 も示 していない。 とこ
ろでプラーテ ンは頚歌詩人 としてはなぜ エピゴー ネンなの か。 フ ィェ ト ルーに
よると 「プ ラー テ ンは頭 歌 とい うジャンルを頭歌 にあ った体験や素材のための
形式として探 しだ したからではな く,歌 心(Liedpoesie)が消 えゆ く時代に形
式の名人 としての栄冠 を得 ようとしたか ら頒歌 を書いたので ある小 がゆえにエ
ピゴーネ ンなので ある。 この後,フ ィエ,一トールは,こ れ らエ ピゴーネンた ち
の他には二度 と採 り上げ られ ることがな くな った頚歌の終焉 を叙述 し,「 この
眠れ るジャンル を活性 させ るの に,そ の 巨匠た ちの誰か一人の もっとも微妙 な
色調をうま くまね した ところで,そ れはなんの活性 手段に もな りは しないので
ある。ただ,自 由と法則 を一致 させなが ら,・この ジャンルの客観的形式の なか
に全 く独 自の新 しい息吹 きを吹 きこむことがで きるものだけが,こ の ジ ャンル
を生 きかえ らせ,・新 しい未聞の頂点に導 くことがで きるので ある」 とい う言で
「エピゴーネ ン」の章 を閉 じてい る6と もあれ,フ ィエ トールはゲーテ時代 と
直接か らめ ることな くエ ピゴーネ ンとい う言葉 を使用 してい るのであ る。
しかし・ どの時 代 をエピゴーネ ン時代 と呼ぶに して も,そ う呼ぶ側には黄金
時代の次には水銀時代が続 くとい う認識 が宿 ってい ることは確 かで あろう。 そ
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して黄金時代→水銀時代 とい う図式が確立 し,そ れが水銀時代 と言われ る時代
についての評価の決め手 とな り,徒 に 自己増殖 してい くと 「その時代全体 を,
またエピゴーネ ンと呼ばれ る個 々人 の個性 をつぶさにみ ること」(ギ ユ ンター
・ハ インツ)が な くな るとい うまこと不幸な結果 を惹 き起 こすので ある。例え
ばグ リルパルツァーは古典主義 ・ロマ ン主義 のエピゴー ネンだ とされ;長 い闘
不 当に低 く評価 されていたので ある。
ところで,ゼ ング レは その大著 「ビーダーマイヤー時代1」(1971年)の
「エピゴーネ ン問題のために」 とい う一節の なかで次の ようなジ ャン ・パ ウル
の興味あ る一文 を引いてい る。 この一文は,黄 金時代一水銀時代,エ ピゴーネ
ン時代 とい う図式化が確立するず っと以前の1819年に,ヤ コブ ・グ リムの文化
敗北主義 を攻撃 した ものである(序 でに言 うと,グ リムの辞書にはエピゴーネ
ンとい う項は見 当 らない)。曰 く 「一体 なにゆえ,常 にフ レッシュで,朽 ちるこ
とな く,自 然の春の ように ものみな うみだ してい る ドイツの ような民族が,た
かが二,三 の天才 たちが半世紀 にわた って創造活動 をして きたか らとい って,
創造 力 を疲解 させ,停 滞 させて しまうだろ うか」 と。 ジャン ・パウルが 後世
の,黄 金時代→水銀時代,エ ピゴーネ ン時代 とい う図式の確立 を目に したなら
ば,文 学は,否,人 間は連作の きかない畑 とは訳がちが うのだ と噛みついてい
た ことだろう。因みに19世紀末の評家,カ ール ・シュピ ッテラーは,エ ピゴー
ネ ン問題 を論 じるとき,天 才時代の後には二流の詩人 しか生れぬ とい う捉 え方
に,ま さ しく文学は畑 とは違 うの だと皮肉 を飛 ば してい る。
以上の ように エ ピゴーネ ンとい う語 の享受 ・運用は推移 して きたの だが,20
世紀半 ば近 くになると,こ の享受 ・運用に対 する異議 と,エ ピゴーネ ン現象に
ついての真剣な考察があ ちらこち らでな されて くるようになって く る の で あ
る。 これは従来の享受 ・運用の もた らす弊害(エ ピゴーネンとい う一言で,そ
ういわれ た時代,個 々人 を丹念に見 てい くことを怠 るとい う弊害)を 座視で き
な くな ったからで あろう。 またエピゴーネ ン現象 を新 たに捉 え直 そ うとす るこ
うした機運には,伝 統 と根源 とい う古来永遠の問題 にっいその従来 とは異 った
新 しい論議が活発 にな って きたことおおい に力与 ってい るとい えるだろ う。
-96一
さて上の ようなエ ピゴーネ ン現象 についての新 しい論議のい くつかを紹介す
るとすれば次の ような もの がある。'先ず一番古い ところでは,`先に少 し触れた
シュピッテ ラーの 「エピゴーネ ン気質。脳,神 経 そして脊髄 に及ぼすこの気質
の危険。診断 と治療」 とい う講演。(こ れは1890年に行 われた講演で ある)。
次にこの小文の負 うところ大で ある1951年発表のM.ヴ ィン トフールの 「エ ピ
ゴーネ ン。 その概念,現 象 と意識」。1961年発表のハ イン リッヒ ・ヘネルの「エ
ピゴーネ ン持情詩」。 この論 は,従 来,エ ピゴーネ ンと指弾 され,余 り返 りみ
られ ることの なか ったプラーテ ン,リ ュッケル トらの詩業 を肌理細 か くみ よう
とす る論述で ある。1965年ア ムステ ルダムで行われ た第3回 国際 ドイツ文学会
の報告誌 「伝統 と根源性」。 この誌にはC.ダ ー ヴィッ トlH.ヤ ンツ,W.コ
ールシュ ミッ1,H.マ イヤー(注,ハ ンス ・マイヤーで な く,ヘ ルマン ・マ
イヤー),E・ シ ュタイガーらの報告文が載 ってお り,エ ピゴーネン現象 につ
いての活発 な論議が この学会で行 われたこ とを示 してい る。1971年にはF.ゼ
ング レの大著 「ビー ダーマ イヤー時代1,,丑,皿」の うち 工が出版 されている。
これは復古時代文学の研 究 を通 して,従 来の エピゴーネ ン概念の修正 を求めて
いる。1969年発表のM.ド ゥルツ ァクによる 「エピゴーネ ン‡予情詩,ゲ オルゲ
クライスの文学」。1973年発行,G・ マハル編 によるア ンソロジー 「泡末会社
時代の持情詩」 の序論。1974年発行t'G・ ハ インツ編に よるア ンソロー ジー
「ドイツ労働者文学1910～1933」の緒言等々で ある。
さて,こ こで一先ず エピゴーネ ン語史 を終 えることに し,次 章では先 に挙げ
た数々のエピゴーネ ン現象についての活発 な論議 を紹介 しなが らエ ピゴーネ ン
概念にっいて考 えてい くことにす る。
引用及び参考文献'
池 田 浩 士著 「教養小説の崩壊」現代書館
木下杢太郎著 「木下杢太郎全集]月 報5岩 波書店
相 良 守 峯訳 「ファウス ト第二部」岩波書店




,.1949年の 第 一 版 は 下 記 の 標 題 で 刊 行 され た ・ ∵ …'・'"
「GeschichtedCr,deutschenLiteraturvonGoethes・Todbiszur
Gegenwart.」ロ ト
.HerbertCysarz:Epigonendichtung .In=ReallexikonderdeutschenLitera.
turgeschichte.1958.
リ コ
Cl・ud・D・vid・Ub・・d・nB・g雌d・sEpig・ni・ch・n・In・T・aditi・nundU・ ・
spr臼nglichkeit.S.66-78.
ManfredDurzak・:Epigonenlyrik.ZurDichtungdesGeorge・Kreises.ln:
JahrbuchderdeutschenSchillergesellschaft.13,1969,S.
.8・
482-529.
J.W:Goethe:WeimarerAUsgabe.
H・g・v・nH・fm・ ・n・thal・G・・amm・lteW・ ・k・i・Ei・・el…g・b・.15Bd・.
1『riedr三ch、GunqolfiGeorge.BEIGEORGBONDIINBERLIN二
GunterHeinz:Epigonendichtung.In:HandlexikonZurLiteraturwissen.～ピ""''"
schaft.FischerS.ユ11-116.
HeinrichHenel:Epigonenlyrjk.RUckertundPiaten.rn:Euphorion55,S.
、260-278.
GtinterHeinz:(Hg.)DeutscheArbeiterdichtun9 .1910-1933.Reclam.
HermannHesselBegegnungmitVergangenem(1953)Ges.SchriftBd.7、
、'S.869-876.
HaroldJantzlKontrafaktur,Montage,Parodie:Traditionundsymbolische
Erwciterung.In:TaditionundUrspr日ng}ichkeit.S.53T65.
KarlImmermann:DieEpigonen.Ih:Werkei,1,5Bde.AthenljurhVerlag.
WernerKohlschmidtlDieProblematikderSpatzeitlichkeit.In:Sptitzeiten
undSpatzeitlichkeit.S.16-26.
HeintzLinduschka:DieAuffassungvomDichterberufimDeutschenNatu・
ralismus..1978,PeteJLang.
GtintherMahal二(}lg.)LyrikderGrunderzeit.MaxNiemeyer.
RobertMusil:LiteratundLiteratur.InlTagebitcher,Aphorismen,Essays
undReden,hvsg.v.A.Frise.Hamburg.
FriedrichNietzsche:UnzeitgemasseBetrachtunen.Diefr6hlicheWissenschaft.
InlWerkeindreiB員nden.エ966,Hanser.
WilhelmScherer:GeschichtederdeutschenLiteratur.AskanischerVerlag.
FriedrichSengle:Restaurationsliteratur.In:Begriffsbestimmungdeslite・
・rarischenBiedermeier.WissenschaftlicheBuchgesellschaft.
Biedermeierzeit.Bd.1,1971,J.B.Metzler.'
EmilStaiger:"DialektikderBegtiffdNachahmungundOriginalitat.In:
■・ ・TraditionundUrsprtinglichkeiUS.29-38.・
-98'一 」'
CarlSpitteler:DasEpigonentum,seineGefahrenfUrGehirn,Nierenund
Ruckenmark,seineDiagnoseundHeilung.王n:Werke,Bd.
7.
WernervonStegmannlD三eEpigonen.FamilienmemoireninneunBttchern.
In:KindlersLiteraturLexikonimdtvin25Btinden.
KarlVj6tor:GeschichtederdeutschenOde.196ユ.
WissenschaftlicheBuchgeseUschaft.
BennolvonWiese:ZeitkrisisundBiedermeierinLaubes>DasjungeEuropa〈
undImmermenns>Epigonen.くIn:Begriffsbestimmung
desliterarischenBiedermeier.1974.
WissenschaftlicheBuchgesellschaft.
Man{redWindfuhr:DerEpigone.Begriff,PhanomenundBewuBtsein.In:
ArchivfurBegriffsgeschichte4.(1959)S.182-209.
:Epigone.In:HistorischesWorterbuchderPhilosophie.
一99・ 一
